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研究成果の概要（和文）：本研究では、学習によって達成したスキルや知識を可視化する「バッジ認証機能」を
導入した医学英語学習用のeラーニング教材の開発と運用評価を行った。開発した「基本医学英語語彙1000 学習
コース」は、平成28年度、29年度の2年間医学科1年生102名の学習者を対象に運用し、成績、学習ログ、アンケ
ート調査の結果をもとに量的、質的に効果を分析した。その結果、本教材を利用した学習に「満足した」との回
答が93.0％（29年度）、認証機能が「学習に役立った」との回答が95.0％であった。一方で認証機能が「学習の
動機付けに役立った」との回答は68.7%にとどまり、「動機付け」の点で改善課題を残す結果となった。

研究成果の概要（英文）：Digital portfolios can provide a space where learners’ evidence of their 
competencies are stored and digital badges can be used as valid indicators of accomplishment, skill 
or knowledge on the portfolios. We implemented the idea of issuing ‘badges’ to our students who 
have successfully completed the Medical English Terminology course we have developed on Moodle. The 
badges students earn on the course were designed to functions as a validated indicator of students’
 achievements. Through the reflective questionnaire about the use of the badge function, 95.0% of 
the students found the use of badges helpful in confirming their achievements they had had on the 
courses and 68.7% of them found the earning badges helped motivate them toward further autonomous 
study on the course. These findings indicate that digital badges can provide students with 
opportunities to celebrate their achievements and enhance their learner autonomy for online 
self-study courses.

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
	  
	 医療英語教育における ICTツールの活用法
については、オープンソースの学習管理シス
テム（以下「LMS」）を活用したブレンド型授
業モデルの構築や、医療語彙学習用モバイル
ラーニング教材の効果と課題について先行研
究がなされ、授業モデルや教材の学習効果が
検証された一方で、eラーニングでの自律的な
学習をさらに促進するためにインストラクシ
ョナルデザインにおける改善の必要性が示唆
された（Iwata, et al, 2014）。このことから、学
習動機づけの理論として Keller（1983）が提
唱する「ARCSモデル」の中でも、学習者の興
味と関連性のある教材を示し（Relevance）、学
習者達成度の確認によって自信を持たせる
（Confidence）機能の強化が有効と考え、そ
の方策として Clayton（2012）が提唱する、学
習者の自己評価によって適正なレベルや関心
度に応じた教材を提示する「自己評価フレー
ムワーク（Self-reflective framework）」と、バ
ッジの授与によって学習到達度や修得スキル
を学習者に可視化する「バッジ認証機能
（Micro-credentails）」を導入した医療英語学
習用 e ラーニング教材を開発し、その学習効
果を検証し、開発や運用に関する手順を公開
することが、医学英語教育のみならず、ESP全
般における e ラーニングの進展に大きく貢献
できるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
	 本研究では、eラーニングによる医療英語の
学習支援を強化、充実させるために、学習者
のレベルや関心に適した教材を提示する「自
己評価フレームワーク」と、学習によって達
成したスキルや知識を可視化する「バッジ認
証機能」を導入した、医療語彙、リーディング
学習用の e ラーニング教材の開発を行うこと
を目的とした。また、開発した教材は、運用評
価によって効果を検証し、改良を重ね、開発
手順や開発教材の学習効果に関する成果を広
く公開することで、医療分野の英語教育のみ
ならず、他の専門分野の英語教育における e
ラーニングの利用推進、普及に必要な研究の
基盤を確立することをねらいとした。 
 
３．研究の方法 
 
	 ２．の研究目的を達成するために、次年度
毎の研究計画と研究方法を策定し、実施した。 
 
３．１.	 ２７年度 
（１）インストラクショナルデザインの策定  
 教材開発の基盤となるインストラクショナ
ルデザインにおいては、ニーズ分析を行い、
設定する学習目標に基づいた教材テーマ、学
習タスク、構造、評価方法を詳細に設定する。
また、自律学習理論に関する研究資料を参考
に Clayton（2012）が提唱する「自己評価フレ

ームワーク」と「バッジ認証機能」の設定に必
要な検討を行う。 
（２）教材選定と作成 
	 医療分野の雑誌、論文集、ウェブサイトを
もとにしたコーパスの分析とともに「ジャン
ル分析」によって語彙を精選する。またリー
ディング教材については協力者（Paauw）が
エッセイ（15ユニット）を執筆し、（１）で設
定するインストラクショナルデザインに基づ
いた語彙学習とリーディング学習用の学習コ
ンテンツ作成を行う。コンテンツ作成はオー
プンソースの LMS「Moodle」を利用し、配信
と動作確認を行う。 
（３）調査研究 
	 医療分野の英語教育や e ラーニングに関す
る国内外の学会に参加し、最新の研究成果に
もとづいた医療英語の教授法や ICTの活用法
について調査と資料収集を行い、得た知見を
本研究における教材選定やインストラクショ
ナルデザインの設定に応用する。 
 
３．２．２８年度 
（１）教材開発と運用 
	 ２７年度に開発した教材を、島根医学部の
学生を対象に公開し、学習状況（ログ、成績）
データの分析とアンケートから得たフィード
バックをもとにインストラクショナルデザイ
ン、インターフェイスを改善し、研究協力者
からの素材の提供、監修、助言をもとに教材
の修正と追加を行う。また、教材デモ用パソ
コンを購入し、教材作成ならびに教材利用手
順のデモに必要な準備を行う。 
（２）中間評価 
	 開発する教材の学習効果を測る指標として、
研究代表者らが開発した 4 項目 24 問で構成
される知覚的評価法をもとに、評価に必要な
項目を精査する。 
（３）調査研究、中間成果発表 
	 医療分野の英語教育や e ラーニングに関す
る国内外の学会に参加し、研究遂行に必要な
研究調査を実施するとともに、研究の開始以
降の中間研究成果を発表し、専門分野の研究
者から得たフィードバックを参考に、目標達
成に向けた研究体制のチェックを行う。 
 
３．３．２９年度	  
（１）教材の評価 
	 開発した教材の効果（学習効果と動機づけ
の向上）について検討し、改善項目の精査と
修正を行う。 
（２）開発モデル事例策定 
	 研究成果に関する資料整理を行い、本研究
課題において開発した教材を、開発手法、配
信方法、活用方法、評価データと共に、モデル
事例としてまとめる。開発した教材のうち、
リーディング教材についてはテキストとして
の出版を検討する。 
（３）成果発表 
	 本研究実施によって得た知見、成果を研究
内容に関連する国内外の学会で成果発表する。 



４．研究成果 
	 ３．の研究をふまえ、各年度で次のような
成果を達成した。 
 
４．１．２７年度 
	 教材開発の基盤となるインストラクショナ
ルデザインに必要な学習者のニーズ調査を行
い、分析の結果、医学部の学生は、専門英語学
習や語彙学習への学習指向が高く、eラーニン
グに対する期待度が高いことが判明した。こ
の分析結果をもとに、語彙学習教材作成に向
けた語彙の精選と研究協力者の協力の協力を
得て、教材の準備を開始した。また、コンテン
ツの作成と配信を行うオープンソースの
LMS「Moodle」の動作環境を整備した。 
	 語彙教材の学習タスクの構成、評価方法に
ついては Clayton（2012）が提唱する「自己評
価フレームワーク」と「バッジ認証機能」を応
用し、「人体」、「疾患名」、「検査」、「接頭辞・
接尾辞」等、計 13のセクションで構成を組み、
各セクションには、「多肢選択」、「スペルアウ
ト」、「組み合わせ」の 3 種類のクイズを準備
し、学習者がすべてのクイズに合格すると「セ
クションバッジ」を授与し、13セクションを
すべて修了し、確認テストに合格すると「コ
ースバッジ」を授与するデザインとした（図
１）。この他、医療分野の英語教育や eラーニ
ングに関する国内外の学会（医学英語教育学
会、FLEAT等）に参加し、最新の研究成果に
もとづいた医療英語の教授法や ICTの活用法
について調査と資料収集を行い、得た知見を
本研究における教材選定やインストラクショ
ナルデザインの設定に活用した。 

 
４．２．２８年度 
	 ２７年度に試作した「バッジ認証機能」を
導入した Moodle 医療語彙学習コースの本格
的な開発に着手した。開発した教材は、島根
医学部の医学科 1年生 102名を対象に試用し、
学習状況（ログ、成績）データの分析とアンケ
ートから得たフィードバックをもとに効果の
検証を行った。その結果、67.6％の学生がバッ
ジが「達成度の確認に役立った」、63.7%が「動
機付けに役立った」と回答し、コースを利用
した学習に「満足した」と回答した割合は全
体の 87.2%だった。これらの研究結果は、英語

教育と e ラーニングに関する国際学会
（ICWL2017）にて中間研究成果発表を行った。 
 
４．３．２９年度 
	 最終年度は、前年度に開発した「基本医学
英語語彙 1000 学習コース」教材の改良開発を
行うとともに、102名の学習者を対象に、改良
教材の効果（学習効果と動機づけの向上）に
ついて学習記録、アンケート調査の結果をも
とに量的、質的に分析した。その結果、語彙力
の向上が確認され、バッジ認証機能を利用し
た学習に「満足した」と回答した学習者が
93.0％（前年度比+5.8%）、認証機能が「学習に
役立った」と回答した学生が 95.0％（前年度
比+27.4%）であり、全体で高い評価を得た。
一方で認証機能が「学習の動機付けに役立っ
た」と回答した学生は 68.7%（前年度比+5%）
にとどまり、「動機付け」という点で改善への
課題を残す結果となった。 
	 本研究の成果により、医学英語教育におい
てバッジ認証機能を導入した e ラーニング教
材の有効性が明らかになるとともに、過密化
する医学部カリキュラムにおいて有効な医療
英語学習用 e ラーニング教材としての拡張性
が期待される結果となった。 
	 本研究実施によって得た知見、成果を研究
内容について学会（EuroCALL, GloCALL, 
ICEdutech, Moodlemoot Japan）にて成果発表
を行った。 
 
４．４．まとめ 
	 本研究では、学習によって達成したスキル
や知識を可視化する「バッジ認証機能」を導
入した医学英語学習用の e ラーニング教材の
開発と運用評価を行った。開発した「基本医
学英語語彙 1000 学習コース」は、平成 28年
度、29年度の 2年間医学科 1年生 102名の学
習者を対象に運用し、成績、学習ログ、アンケ
ート調査の結果をもとに量的、質的に効果を
分析し、その結果、本教材を利用した学習に
「満足した」との回答が 93.0％（29年度）、認
証機能が「学習に役立った」との回答が 95.0％
であった。一方で認証機能が「学習の動機付
けに役立った」との回答は 68.7%にとどまり、
「動機付け」の点で課題を残す結果となった。 
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